
免
疫
元
ト

菌
瞳

債
値

レ

プ

ノ

ノ

虎
菌
普
通
加
熱
「
ワ
ク
チ
ン
」
基
液
更
新
ニ
於
ク
ル

『
菌
鰭
』
・
『
上
澄
』
ノ
凝
集
素
産
生
能
力
ノ
比
較

第
一
報

京
都
帝
岡
大
撃
醤
察
部
外
科
研
究
室
〈
烏
潟
教
授
指
導
）

藤

京岡

長

大
串
院
畢
生

醤
畢
士

〔
内
容
抄
録
〕
虎
列
投
菌
寒
天
斜
面
二
十
四
時
間
培
養
ヲ
以
テ
普
遁
加
熱
「
ワ
ク
チ

ン
」
ヲ
作
リ
、

二
十
四
時
間
氷
室
内
＝
保
存
シ
タ
ル
後
強
烈
＝
遠
心
シ
上
澄
液
ト
含
菌
透

液
ト
＝
分
チ
、
含
菌
澄
液
7
0
・
五
%
石
炭
酸
加
生
理
的
食
盤
水
ユ
テ
原
「
ワ
ク
チ
ン
」
ト

同
一
波
皮
－
一
稀
縛
シ
第
二
次
「
ワ
ク
チ
ン
」
ヲ
作
リ
、
新
タ
シ
テ
三
十
日
、

・次
ヂ
各
十
五
日

間
ノ
氷
室
内
静
置
ノ
後
第
三
次
、
第
四
衣
、
・
第
五
次
「
ワ
ク
チ
ン
」

ヲ
作
リ
、
各
「
ワ
ク
チ

ン
」
ヨ

P
使
用
直
前
－
一
蛍

y
上
澄
液
及
ピ
含
菌
怪
液
ヲ
分
離
シ
、
各
材
料
ヲ

0
・
一
括
及

ピ
0
・
五
姥
宛
各
々
三
乃
至
二
群
ノ
健
康
家
兎
耳
静
脈
内
ユ
注
射
uv
以－
7

注
射
前
及
ピ
注

射
後
七
日
目
、
十
四
日
目
二
一十一

日
目
ノ
四
国
＝
採
取
セ

ル
血
清
一
一
就
キ
、
同
一

傑
件
／

下
て
虎
列
位
菌
ニ
封
ス
ル
凝
集
償
ヲ
測
定
シ
、
第
二
賓
験
以
後
ハ
鈎
照
ト
シ
テ
原
「
ワ

ク
チ
ン
」
（
第
一
次
「
ワ
ク
チ
ン
」
〉

0
・
一
括
宛
ヲ
各
二
群
ノ
健
康
家
兎
耳
静
脈
内
＝
注
射

シ
、
同
一
方
法
ヲ
以
テ
凝
集
債
ヲ
検
シ
タ
ル
て
其
／
結
果
上
澄
波
及
ピ
含
菌
穂
波
ハ

途
次
凝
集
索
、
生
産
能
力
ヲ
減
ジ
、
第
五
次
「
ワ
ク
チ
ン
」

ι
於
テ
ハ
何
レ
ノ
材
料
ヲ

注
射

セ
ル
家
兎
血
清
毛
殆
ド
凝
集
素
生
産
セ
ザ
ル

品
至
p
、
嚇
到
照
家
兎
血
清
－
一
テ
ハ
品
同
三
O

O
低
ノ
凝
集
償
ヲ

一京
シ
nT
リ
。
他
面
昌
於
テ
ハ
含
菌
惚
注
射
動
物
ハ
上
澄
注
射
動
物
ヨ

リ
モ
一
般
＝
刷
版
重
ノ
減
少
ヲ
来
ス
場
合
多
夕
、
且
ツ
減
少
ノ
程
度
モ
亦
タ
概
シ
テ
大
ナ

リ
キ
。依
之
虎
列
投
菌

「
ワ
ク
チ
ン
」
ガ
一
市
見
所
ノ
免
疫
元
性
能
働
カ
ハ
蘭
憾
ヨ

p
自
然
＝
基

液
中
ニ
穆
出
セ
ル
溶
解
性
菌
物
質
－
－
ア
リ
テ
菌
樫
自
己
ノ
ミ
－
一
テ
ハ
免
疫
俊
生
能
カ
却
テ

溶
解
性
菌
物
質
ヨ
リ
モ
傑
徽
ナ
ル

コ
ト
ヲ
設
シ
、
結
局
基
液
夏
新
ヲ
重
ネ
ラ
レ
9
ル
前
憾

ハ
其
／
形
状
及
ピ
、
染
色
カ
－
ニ
何
等
／
後
化
ヲ
一京
サ
ず
ル
モ
最
早
ヤ
免
疫
元
ト
シ
テ
ハ
無
効

ナ
ル
モ
ノ
タ
ル
コ
ト
ヲ
明
設
セ
リ
。

邸
チ
ジ
レ
自
身
銃
二
無
効
（
而
シ
テ
有
害
）
ナ
ル
要
素
ヲ
有
シ
旦
ツ
免
疫
一
見
ヲ
色
合
ス

ル
新
鮮
ナ
ル
菌
憾
＝
ア
リ
テ
モ
、
業
ノ
免
疫
産
生
能
力
ハ
溶
解
性
菌
物
質
ヲ
凌
柏
崎
ス
ル
コ

ト
能
ハ
ザ
ル
ガ
知
キ
菌
穏
ハ
、
畢
党
英
俊
免
疫
元
ナ
F
ト
シ
テ
ハ
使
用
ス
ル
コ

ト
7
許
サ

レ
ザ
ル
モ
ノ
ナ

F
。

緒
論

U
H
研
究
ノ
目
的

嚢
ニ
伊
藤
肇
博
士
（
腸
窒
扶
斯
菌
「
ヲ
ク
チ
シ
」
、
猪
口
氏

（
志
賀
赤
痢
菌
「
ヲ
ク
チ
ン
し
）
及
ピ
余
等
（
虎
菌
」
「
ヲ
ク
チ
ン
」
）
ノ
研
究
一
一
依

第
五
容

F『
房、

著
L」

藤

綱

五
五

〈
位

m
査
競

五
五
）



第
五
容

F『
原

箸
....... 

藤

綱

五
六

（
第
筆
陣
碗

五
六
）

リ
、
普
通
加
熱
「
ヲ
ク
チ
ン
」
ノ
有
ス

Y

兎
疫
元
性
能
働
力
A

「
ワ
ク
チ
ン
」
ヲ
構
成
ス

Y

菌
鰭
自
己
ヨ
η
ノ
モ
却
ツ
ア
其
ノ

基
液
ノ
方
ニ

多
ク
合
有
セ
ラ

ν
居
Y

2
ト
ガ
立
誼
セ
ラ
V

タ
9
。
換
一
一
員
ス
レ
バ
、
細
菌
性
兎
疫
元
材
料
－
一
ヨ

Y

免
疫
A

細
菌
睦
ヨ
リ
ノ
浸
出
セ
ラ
レ

タ

y
溶
解
性
菌
物
質
－
一
ヨ
リ
成
立
ス

Y
モ
ノ
ニ
ジ
ア
、
不
溶
解
ナ
ル
細
菌
健
自
身
』
免
疫
元
ト
シ
ア
ノ
賓
際
上
ノ
効
果
ヲ
示
サ
v

Y
毛
ノ

ナ
リ
ノ
。
然
ラ
バ
、
此
／
不
溶
解
ナ
Y
細
菌
檀
－
二
定
ノ
期
間
ヲ
以
ア
追
究
新
鮮
ナ
Y
食
臨
水
ヲ
加
へ
基
液
ヲ
更
新
ス
w
y

時
A

見
疫
一克
A

溶
解
性
ト

ナ
リ
ア
細
菌
耀
ヲ
去

y
－
プ
基
液
中
－
一
移
行
uv
、
回
ヲ
重
ヌ
u
y

－一従
ey
細
蘭
慢
A

途
F

－A
如
何
ナ
Y
方
面
ヨ
η
ノ
ス
Y
モ
兎
疫
元
ト
シ
ア
ノ
債
値

ヲ
全
然
失
墜
ス

Y

ュ
至
Y
Jベ
キ
ノ
理
ナ
η
ノ
。
事
貰
果
シ
ア
然
Y
ヤ
否
ヤ
這
般
ノ
閥
係
ヲ
賓
験
結
果
ノ
上
ニ
匡
ナ
ン
ト
欲
ス
。
是
レ
本
研
究
ノ
目

的
ナ

9
0

第
二
皐

賓

輪

材

料

寒
天
斜
面
二
十
四
時
間
培
養
虎
刈
粒
菌
ヲ
生
理
的
食
瞳
水
ニ
浮
併
セ
シ
メ
、

0
・
玉

μ
ノ
割
合
－
一
石
山
沢
酸
ヲ
加
へ
、
約
三
十
分
間
手
ヲ
以
ア

震
議
シ
タ
Y
後
、
錨
氏
六
十
度
－
一
ア
一
時
間
加
温
殺
菌
シ
、
之
ヲ
脆
脂
綿
紗
ヲ
以
ア
透
過
ジ
ア
製
造
セ

Y
虎
菌
「
ヲ
グ
チ
シ
」
－
一
－
7
、
菌
量
A

基

液
一
・

O
蛇
中
約

0
・
0
0二
一
括
ノ
モ
ノ
ヲ
使
用
シ
タ

7
0

菌
株
A

小
川
（
烏
潟
見
痩
研
究
所
保
存
）
及
ピ
演
岩
（
京
都
帝
国
大
皐
欝
皐
部
微
生
物
塾
教
室
保
存
）
雨
株
ヲ
等
分
－
一
混
合
シ

タ

y
。

第
二
章

賓

輪

方

法

虎
菌
「
ヲ
ク
チ
ン
」
製
造
後
二
十
四
時
間
ア
経
過
セ

Y

後
之
ヲ
二
分
シ
、
一
部
分
ア
滅
菌
「
ア
ン
プ

Y

レ
」
－
一
入
レ
原
「
ヲ
グ
チ
ン
」
ト

シ
ア
保
存
シ
、
他
ア
約
七
千
廻
韓
三
十
分
間
違
心
シ
、
其
ノ
上
澄
液
ァ
一
部
分
毛
細
管
「
ピ
ペ
ッ
ト
」
ヲ
以
ア
採

y
、
之
ヲ

再
ピ
七
千
廻

韓
三
十
分
間
遠
心
ジ
注
意
シ
ア
上
澄
液
ノ
一
部
分
ヲ
採
η
ノ
、
之
ヲ

『
上
澄
液
』
ト
シ
－
プ
注
射
－
一
供
シ
、
先
－
一
得
タ
Y
沈
澱
菌
憧
ヲ

注
射
直

前
二
冨

9
0・
玉
川
内
石
山
灰
酸
加
生
理
的
食
瞳
水
ヲ
以
ア
原
「
ワ
ク
チ
ン
」
ト
同
一
濃
度
一
一
稀
蒋
シ
、
之
ァ
『
合
菌
鰹
液
』
ト
ジ
ア
注
射
－
一
供
シ
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衣
デ
此
ノ
合
菌
健
液
即
チ
第
二
衣
「
ヲ
ク
チ
ン
L
7
滅
菌
「
ア
ン
プ
Y

レ
」
－
一
入
レ
三
十
日
間
氷
室
内
ユ
保
存
シ
タ
Y
後
前
記
ノ
方
法
－
一
ヨ
リ
ノ

再
ピ
「
上
滑
液
」
ト
「
合
菌
鰻
液
」
ト
エ
一
分
チ
注
射
－
一
供
ジ
タ
リ
ノ
。

0

0

0

0

 

斯
ク
シ
ア
得
タ
Y
合
菌
鴨
液
A

郎
チ
第
三
衣
「
ヲ
グ
チ
ン
」
ナ

y
。
的
ア
之
ヲ
滅
商
「
ア
ン
プ
Y

レ
」
ニ
封
入
ジ
十
五
日
間
氷
室
内
ニ
放
置
シ

タ
Y
後
更
＝
上
越
ノ
方
法
－
一
依
η
ノ
「
上
減
液
」
ト
「
合
菌
鰻
液
」
ト
ニ
分
チ
注
射
－
一
供
シ
タ

y
e0
0

0

0

 

夏
－
一
此
ノ
合
菌
健
液
ヲ
第
四
究
「
ワ
ク
チ
ン
」
ト
ジ
ア
滅
菌
「
ア
ン
プ
Y

レ
」
中
ュ
密
封
ジ
十
五
日
間
氷
室
中
二
保
存
シ
衣
デ
「
上
液
液
」
ト
「
合

菌
健
液
」
ト
ニ
一
分
チ
ソ
レ
グ
レ
試
験
－
一
供
ジ
タ
リ
ノ
。

0

0

o

c

 

夏
ニ
此
ノ
合
菌
韓
液
ヲ
第
五
衣
「
ワ
ク
チ
ン
」
ト
シ
ア
滅
菌
「
ア
ン
プ
Y

レ
」
ニ
封
入
ジ
十
五
日
間
氷
室
内
二
保
存
シ
タ
Y
後
上
記
ノ
方
法
－
一

ヨ
9
「
上
浸
液
」
ト
「
合
菌
韓
液
」
ト
一
二
分
チ
注
射
－
一
供
ジ
タ
9
0

第
二
究
材
料
ア
以
47
潟
シ
タ
Y
貫
験
ヨ
リ
ノ
毛
以
後
－
一
震
シ
タ
U
F

質
験
－
一
一
於
－
プ
A

劉
照
ト
ジ
ア
最
初
第
一
次
ノ
原
「
ヲ
ク
チ
ン
」
ヲ
モ
亦
注
射

ニ
供
ジ
タ

p
t

試
獣
－
一
A

二
乃
至
三
研
ノ
鰻
重
ヲ
有
ス
Y
健
康
家
兎
ア
蓮
ピ
、
製
作
後
直
チ
ニ
各
注
射
材
料

7

0
・
一
一
蛇
及
ピ

0
・
玉
耗
宛
各
二
群
ノ
家
兎

耳
静
脈
内
ニ
注
射
シ
、
以
ア
注
射
前
、
注
射
後
七
日
目
、
十
四
日
目
、
二
十
一
日
目
ノ
四
回
ニ
百
一
9
営
該
家
兎
血
清
ノ
虎
列
位
菌
ユ
一
割
ス
Y
凝

集
債
ヲ
測
定
ジ
タ

y
。
封
照
タ
Y
原
「
ワ
ク
チ
ン
」
A

毎
回

C
・
一
括
ヲ
二
頭
宛
ノ
家
兎
耳
静
脈
内
－
一
注
射
シ
、
同
様
四
回
二
回
一リ
葉
ノ
血
清
ノ

凝
集
債
ア
測
定
シ
夕
刊
ノ
。

第
三
章

血
清
ノ
虎
列
投
菌
－
－
針
ス
ル
凝
集
皮
腰
検
査
法

一
列
ノ
試
験
管
ニ
可
検
血
清
ノ
原
被
、
十
倍
、
百
倍
、
千
倍
：
：
：
・
等
ノ
稀
稗
液
ヲ
各

一
・
O
括
、

0
・
五
括
、

0
・
二
五
耗
宛
入
レ
、
之

ν
－一

生
理
的
食
瞳
水
ア
加
へ

7
0
蛇
ト
ナ
シ
、
之
レ
ニ
貫
駿
材
料
ト
同

一
ナ
Y
虎
菌
「
ヲ
ク
チ
ン
」
ヲ
二
倍
－
一
稀
蒋
ジ
ア
得
タ
Y
菌
液
ヲ
各
一
・

O

第
五
巻

F『

原

著、.... 

藤

綱

五
七

（第
管
競

五
七
〉



第
五
巻

F『

原

著
』」

藤

綱

五
/i、

（第
家
協

五
八
）

括
宛
加
ヘ
、
十
五
時
間
慌
氏
三
十
七
度
ノ
鮮
卵
器
中
ニ
放
置
ジ
タ
Y
後
五
時
間
室
温
－
一
ア
静
置
シ
以
－
プ
反
膝
程
度
ヲ
記
遁
シ
タ

y
、
而
シ
－
プ
同

時
三
注
射
セ
M
F

家
兎
血
清
A

必
ズ
同
時
同
列
－
一
反
臆
ヲ
検
ジ
タ

y
。
斯
ク
ス
レ
バ
血
清
ノ
質
際
ノ
稀
稗
倍
数
三

一、
四
、
入
、
二
十
、
四
十
、

八
十
；
i
：
等
ト
ナ
η
ノ
、
反
感
ヲ
呈
セ
Y
最
大
稀
薄
倍
敷
（
最
小
血
清
使
用
量
）
ヲ
以
ア
可
検
血
清
ノ
凝
集
償
ト
ナ
シ
タ

y
。

反
臆
程
度
ノ
記
述
－
二
、
試
験
管
底

－
一
厚
キ
枕
澱
ヲ
生
ジ
基
液
ノ
透
明
ト
ナ

7
ジ
モ
ノ
ヲ
仰
ト
ナ
ジ
、
厚
キ
沈
澱
ヲ

生
ズ
U
Y

毛
－
何
ホ
基
液
ノ
多
少
潤
濁
セ
Y

毛
ノ
ヲ
け
寸
ト
す
シ
、
試
験
管
底
－
一
不
規

則
ナ
Y
沈
澱
ノ
生
ジ
基
液
ノ
甚
ジ
ク
掴

濁
セ
Y

？
ノ
ヲ
＋
ト
ナ
シ
、
沈
澱
ノ
生

ゼ
ザ
グ
’
モ
ノ
叉
プ
試
験
管
底
－
一
図
形
ノ

小
ナ
Y
沈
澱
ノ
生
ジ
タ
Y

モ
ノ
ヲ
一
ト
〆，‘、
、

シ
ア
記
述
セ

y
。

毎
常
謝
照
ト
シ
－
プ
生
理
的
食
臨
水

7
0耗
－
一
菌
液
了
。
括
ア
加
へ
h
q

’u
y

毛
ノ
ヲ
使
用
シ
タ

y
。
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製造後二十四時間7経過セル虎菌Lワクチγ1ヨリ分離

セル上澄液及ピ含商館／注射後＝於ケJレ家兎燈重（庖）
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第
五
島
信

F園、

原

箸
』」

藤

綱

セ
0 

（第
昌弘毅

七
O〉

免
疫
元
注
射
後
十
四
日
目
二
検
ジ
タ
Y
家
兎
血
清
卒
均
凝
集
債
屯
注
射
後
七
日
目
二
於
ク
Y

モ
ノ
ト
殆
ン
ド
同
一
経
過
ヲ
示
シ
、
上

澄
液
及
ピ
合
菌
鰹
液
A

基
液
更
新
回
数
ヲ
重
ヌ

Y

－
ご
伴
ヒ
小
ト
ナ
η
ノ
、
四
回
更
新
（
第
五
衣
「
ワ
ク
チ
ン
」
）
ユ
ア
A

何
レ
モ
僅
ニ
凝
集
素
産
生

ヲ
見
タ
η
ノ
（
但
ジ
第
三
次
「
ヲ
ク
チ
ン
」
ノ
上
澄
液
0
・
一
括
注
射
ノ
場
合
A

第
二
衣
「
ワ
ク
チ
ン
L

こ
於
ケ
Y
場
企
ヨ

y
僅
－
一
高
キ
凝
集
債
ヲ

〆『、

一、....；
一
不
シ
タ
リ
）
。

原
「
ヲ
ク
チ
シ
」
ニ
於
－
プ
A

製
造
後
六
十
日
目
迄
A

其
ノ
凝
集
素
産
生
能
力
ヲ
減
弱
セ
ザ

y
シ
モ
、
製
造
後
七
十
五
日
目
ニ
至

y
シ
－
一
著
シ
ク

減
弱
シ
タ
η
ノ
、
然
レ
ド
モ
基
液
更
新
ノ
上
濠
液
及
ピ
合
菌
穂
波
－
一
比
ス
レ
バ
凝
集
素
産
生
A

大
ナ

y
キ。

（
三
）
免
疫
元
注
射
後
二
十
一
日
目
ュ
於
ケ
Y
平
均
凝
集
債
モ
亦
七
日
目
及
ピ
十
四
日
目
ニ
於
ケ
Y
ト
同

一
ノ
推
移
ヲ
示
ジ
タ
リ
（
但
シ

第
三
衣
「
ワ
ク
チ
ン
」
－
一
於
ケ
Y
上
澄
液
0
・
一
括
注
射
ノ
場
合
A

第
二
衣
「
ヲ
ク
チ
シ
」
ノ
場
合
ヨ
リ
y

稿
々
高
キ
凝
集
債
ヲ
示
ジ
、
而
ジ
ア
同
列

ノ
原
「
ヲ
ク
チ
ン
」
ヨ

y
モ
大
ナ
廿
ノ
キ
）
。

上
波
液
ト
合
菌
健
液
ト
ヲ
比
較
ス
レ
バ
何

ν
ノ
場
合
－
一
於
ア
毛
上
積
液
ヲ
注
射
セ

Y
家
兎
血
清
ノ
方
ガ
大
ナ
Y
凝
集
債
ヲ
示
シ
タ

9
0
而
シ
ア
此
際
商
躍
注
射
動
物
ノ
方
ガ
上
澄
液
注
射
動
物
ヨ

y
予
概
シ
ア
鰭
重
ノ
減
少
ヲ
来
ス
場
合
多
カ

y
キ
、
或
A

韓
重
減
少
ノ
程
度
大

（四）

中ノ
W

ノ
キ
。

（五）

観
察
ノ
方
面
ヲ
更
へ
、
免
疫
元
注
射
後
－
一
於
ケ
Y
家
兎
血
清
卒
均
凝
集
債
増
加
率
ノ
所
見
ヲ
求
ム

Y

毛
前
記
所
見
ト
一
致
ジ
タ

y

（
第
十
二
表
、
第
十
三
表
委
照
）
。賢

験
結
果
考
察
反
ビ
討
究

虎
列
投
菌
二
食
臆
水
ヲ
加
へ
所
謂
普
通
加
熱
「
ワ
ク
チ
ン
」
ト
ナ
シ
タ
Y
後
一
定
期
開
放
置
ジ
究
デ
基
液
卸
チ
食
盟
水
ヲ
更
新
ス

Y

コ
ト
ア

反
覆
ス
レ
バ
途
ユ
其
J

合
菌
慢
液
毛
亦
基
液
（
上
澄
液
）
モ
兎
疫
元
性
能
働
力
ヲ
失
フ
ュ
至
Y
A
、
菌
韓
中
－
一
合
有
セ
ヌ

ν
居
Y
免
疫
上
有
効

ナ
Y
菌
物
質
ナ
Y

革、ノ
A

水
溶
解
性
－
－
ジ
ア
而
ジ
ア
Y

A

時
日
ノ
経
過
ト
共
－
一
菌
韓
ヲ
去
9
ア
基
液
中
ニ
一
溶
解
uv

去

v
y
コ
ト
ヲ
物
語
M
F

モ

第
九
章



ノ
品
ジ
ア
、
菌
龍
A

車
－
二
免
疫
獲
得
－
一
向
ツ
ア
有
効
ナ
Y
見
疫
元
郎
チ
溶
解
性
菌
物
質
ヲ
貯
蔵
ス

Y

容
器
－
一
過
ギ
ザ
グ
’
コ
ト
ヲ
立
謹
ス

Y

毛

ノ
ナ
リ
ノ
。
換
言
ス
レ
バ
菌
韓
中
品
川
免
疫
一
克
ヲ
包
合
ス
レ
ド
モ
商
館
ノ
全
部
ガ
悉
ク
見
疫
元
品
－
Y

A

ア
ラ
ザ
w
F

モ
ノ
ナ

Y
4臥
F

－
菌
鱒
自
己
A

組
織
細
胞
－
一
山
首
シ
爽
雑
物
ト
ナ
9
組
織
細
胞
ノ
免
疫
獲
得
機
轄
ヲ
却
ア
阿
害
ス

Y

モ
ノ
ナ
Y

コ
ト
A

合
菌
鰻
液
エ
比
シ
上
滋
液
ノ
方
ガ
一
面

毒
カ
小
（
鰻
重
ノ
関
係
ヲ
見
ヨ
）
ニ
シ
ア
而
シ
ア
他
面
大
ナ
Y
凝
集
償
ァ
呈
ス

Y
ノ
事
賞
ガ
之
ヲ
一
果
書
キ
ス
M
Y

モ
ノ
ナ
一
フ
ン
。

然
ジ
ナ
イ
ブ
論
者
或
二
一
一
ヌ
ン
。
上
記
ノ
事
貫
A

「
ヲ
ク
チ
ン
」
自
身
ガ
製
造
後
時
日
ノ
経
過
ト
共
－
一
其
ノ
免
疫
元
性
能
働
力
ヲ
減
弱
シ
来

Y

ニ
原
因
ス
U
Y

モ
ノ
ナ
ラ
ザ
Y
カ
ト
。

「
ヲ
ク
チ
ン
」
A

製
造
後
時
日
ノ
経
過
ト
共
－
一自
然
－
一
葉
ノ
免
疫
元
性
能
働
力
ノ
減
弱
ヲ
来
ス
コ
ト
モ
亦
タ
事
賞
ナ

y
、
＋
ノ
レ
ド
此
ノ
程
度
A

基
液
更
新
ノ
鴻
メ
ユ
起
Y
滅
弱
ノ
程
度
ト
A

雲
泥
ノ
差
ア
w
y

毛
ノ
ナ

9
、y
A

余
等
ノ
掛
照
ト
シ
ア
使
用
セ
ペ
原
「
ワ
ク
チ
ン
」
ト
ノ
比
較
－
一
ヨ

y
－7
充
分
二
明
白
ナ

y
。

論
者
又
タ
或
A

言
A

ン
。
基
液
更
新
ノ
操
作
－
一
ヨ

y
菌
健
A

自
家
融
解
ヲ
起
シ
叉
A

破
壊
セ
ラ
レ
只
菌
細
胞
間
質
ノ
ミ
残
”
ノ
シ
潟
メ
上
記

ノ
現
象
ァ
呈
シ
タ
Y

毛
ノ
ニ
シ
ア
、
必
ズ
ジ
モ
有
効
菌
物
質
（
見
疫
元
）
ガ
自
然
－
一
菌
龍
ヨ
リ
ノ
基
液
中
へ
惨
出
ジ
去
レ

Y

－
一
原
因
セ
ザ
Y

モ
ノ

ナ
ラ
ン
ト
。

然
レ
ド
モ
コ
A

事
貫
ト
一
致
セ
ザ
U
Y

ナ

p
。
余
等
A

質
験
毎
－
一
合
菌
鵠
液
ヲ
石
山
灰
酸
「
フ
ク
ジ
ン
L
液
ヲ
以
a

プ
染
色
鏡
検
uv
、
菌
鰻
ノ
形
服
、

大
＋
ノ
及
ピ
染
色
程
度
ニ
著
明
ナ
Y
愛
化
ヲ
認
メ
ザ

y
キ
。
卸
チ
菌
健
ノ
自
家
融
解
、
破
壊
等
ヲ
立
読
セ
ザ

y
キ
。
菌
健
A

原
「
ヲ
ク
チ
ン
」
－
一

於
ヶ
Y
ト
同
一
ノ
形
態
及
ピ
染
色
ヲ
示
シ
タ
リ
ノ
。

第
十
章

結

論

（

一

）

虎
列
投
菌
「
ヲ
ク
チ
ン
」
ノ
基
液
ア
生
理
的
食
盟
水
ヲ
以
dy
更
新
シ
回
ア
重
ヌ

Y

コ
ト
四
回
ニ
及
ピ
タ
Y

－
一
菌
鰹
A

遂

二
抗
原
性
能

力
ヲ
示
＋
ノ
ザ
M
F

ニ
至

y
タ
9
0

第
五
島
哲

F司

原

著
L」

藤

綱

七

（

第

高
島
蹄
蜘

七
一
〉



第
五
各

F『

原

省
l....j 

E業

綱

七

〈
第
変
貌

七
二
〉

，－、、

一一、、，，，
虎
列
位
菌
ノ
有
ス
M
Y

見
疫
元
性
能
働
力
A

菌
糟
自
瞳
－
一
在
M
F

ュ
非
ズ
ジ
ア
菌
韓
中
ュ
包
合
セ
ク
レ

タ
Y
兎
疫
元
（
水
溶
解
性
）
－
一
在

y
、
或
A

菌
腫
ヨ
η
ノ
基
液
中
ニ
自
然
－
一
惨
出
セ
Y
溶
解
性
菌
物
質
－
一
在

y
－
ア
存
ス
。

虎
列
投
菌
健
A

車
三
免
疫
元
ヲ
貯
識
ス

Y
容
器
－
一
過
ギ
ズ
（
免
疫
元
ト
A

水
溶
解
性
ナ
Y
細
菌
性
蛋
白
健
及
ピ
附
帯
類
脂
健
ヲ
意
味

，－、

一一、、，J
ス
）
。
卸
チ
菌
鰹
A

免
疫
元
ア
包
合
ス
レ
ド
毛
菌
鰹
ノ
全
部
川
悉
ク
免
疫
元
F

一
A

非
ズ
、
且
ヅ
蘭
韓
中
ニ
包
合
セ
ラ
レ
h
p
u
F

偉

－一ア
ノ
免
疫
元

A

兎
疫
元
ト
UV47
十
分
ナ
Y
効
力
ヲ
接
揮
セ
ズ
、
兎
疫
元
ガ
兎
疫
元
ト
シ
ア
ノ
充
分
ナ
Y
効
力
ア
費
揚
セ
ン
ガ
潟
－
一
A

菌
健
ヲ
去
n
こ
プ
水
溶

性
ト
矯
Y
可
キ
コ
ト
ヲ
要
ス
。

虎
列
位
菌
「
ヲ
ク
チ
ン
」
上
澄
液
ヲ
注
射
セ

ラ
レ
タ
Y
動
物
ヨ
リ
号
合
商
健
液
ヲ
注
射
セ
－
7

V
タ
Y
動
物
ノ
方
ガ
概
シ
ア
鵠
重
／
減

少
ヲ
来
ス
ノ
場
合
多
カ
リ
キ
、
且
ッ
健
重
減
少
ノ
程
度
モ
大
ナ

y
キ
。
而
ジ
ア
一
方
品
於
－
7
A
上
積
液
ノ
方
ガ
合
菌
健
液
ヨ

y
モ
凝
集
素
ノ
産

生
大
ナ

y
キ
。
郎
チ
菌
健
A

一
面
－
一
於
－
プ
A

毒
力
大
－
一
シ
ア
他
面
－
一
於
ア
A

見
疫
ノ
質
際
効
力
A

小
ナ
9
キ。
是
郎
チ
菌
健
ノ
全
部
A

悉
ク
見

（四）

疫
元
－
一
－
7
A
ア
ラ
ズ
、
其
中
－
二
無
効
有
害
ナ
Y
部
分
ア

y
ト
ノ
結
論
ト

一
致
ス

Y

モ
ノ
ナ
リ
ノ。

（玉）

見
疫
串
上
ノ
一
般
的
原
則
ト
ジ
ア
左
ノ
各
項
ヲ
認
ム
可
ジ
。

第
一
。

一
般
普
通
加
熱
「
ヲ
ク
チ
ン
L

－
一
於
ア
免
疫
ノ
賓
際
効
果
ヲ
皐
グ
Y

毛
ノ
A

『
菌
瞳
』
ヨ
p
毛
寧
ロ
『
溶
解
性
菌
物
質
』ナ
リノ。

第
二
。
免
疫
元
ナ
Y

屯
ノ
川
水
溶
解
性
－
一
シ
ア
菌
鱒
中
ヨ
リ
ノ
基
液
中
へ
時
日
ノ
経
過
ト
共
ニ
自
然
－
一
惨
出
シ
来
Y

モ
ノ
ナ

y
。

第一ニ
。
見
疫
元
ガ
一
定
度
マ
デ
菌
鰹
ヲ
去
9
4
7
基
液
中
－
一
惨
出
ス
w
y

時
A

、
実
際
菌
韓
ノ
形
態
及
ピ
染
色
カ
ュ
何
等
ノ
獲
化
無
シ
ト
ス
w
y

毛
、
其
ノ
見
疫
的
効
力
A

質
際
土
殆
ン
ド
零
ト
ナ
リ
且
ッ
最
早
ヤ
溶
解
性
免
疫
元
ヲ
惨
出
セ
ザ
M
Y

ニ
至
Y
毛
ノ
ナ

y
o
此
際
ノ
「
菌

鱒
」
A

車
二
有
効
成
分
（
免
疫
元
）
ノ
股
出
シ
タ
Y
後
ノ
「
空
虚
ナ
Y
容
器
」
（
1

ス
ト
ロ
ー
マ
」
）
ト
h
v
a
プ
理
解
ス
ペ
シ
。
此
ノ

モ
ノ
A

免

疫
上
無
効
－
一
シ
テ
而
シ
ア
有
害
ナ

9
0
此
ノ
貼
二
一
於
ア
菌
健
ノ
全
部
A

免
疫
上
皆
悉
ク
必
要
ナ
Y
モ
ノ
ニ
非
ズ
。
此
ノ
鮎

－一於
，
プ
加

熱
寸
ヲ
ク
チ
ン
」
A

一
種
ノ
組
製
品
ナ

y
。
此
ノ
貼
－
一
於
テ
加
熱
「
ヲ
ク
チ
ン
」
A

有
害
ナ

9
0
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Z
u
r
 Frage 
des 
W
e
r
t
e
s
 der Mikrobenleiber als 

l
m
m
u
n
o
g
e
n
e
.
 

I. 
Mitteilung :

 Ue
b
e
r
 d
e
n
 Unterschied 

zwischen 
der 
Agglutininbildung 

des 

Mikrobensediments u
n
d
 des M
e
d
i
u
m
s
 bei 
einer 

Choleraviobrionenvakzine. 

V
o
n
 

D
r
.
 
S
H
.
 
F
U
J
I
T
S
U
N
A
.
 

〔Aus
dem Labomtori

nm
 der 
Kai
ser!. 
chirurg. 
Universitatsklini

k, 
K
yoto. 
(Prof
.
 Dr. 
R. 
Torikata.

）〕

E
i
n
e
 
zu 
0,5 %
 
karbolisierte 

K
o
c
h
s
a
l
z
a
u
f
s
c
h
w
e
m
m
u
n
g
 
v
o
n
 
Choleravibrionen, 

w
e
l
c
h
e
 
<lurch 
Erhitzung

 v
o
n
 6
o
°
C
 

w
a
h
r
e
n
d
 6
0
 M
i
n
u
t
e
n
 abgetotet 

w
o
r
d
e
n
 
w
a
r
e
n
,
 wu
r
de
 scharf 
abzentrifugiert, 

u
m
 dieselbe 

in 
2
 
K
o
m
p
o
nente: 

V
a
k
z
i
n
e
n
-

sediments 
(r) 
u
n
d
 
M
e
d
i
u
m
 (1) 
zu 
zerlegen. 

D
a
s
 V
a
k
z
i
n
e
n
s
e
d
i
m
e
n
t
 (2) 
w
u
r
d
e
 
w
i
e
d
e
r
 
in 
der 
gleichen 

M
e
n
g
e
 frischer 

K
o
c
h
s
a
l
z
l
o
s
u
n
g
 
w
i
e
 die 
oriεinale 

V
a
k
z
i
n
e
,
 
in 
w
e
l
c
h
e
r
 si
巴
enthalten

war, a
u
f
g
e
n
o
m
m
e
n
.
 
D
i
e
 so erhaltene zweite V

a
k
z
i
n
e
 

h
a
b
e
n
 
wir 
w
a
h
r
e
n
d
 
3
0
 T
a
g
e
n
 in 
e
i
n
e
m
 E
i
s
s
c
h
r
a
n
k
 aufbewahrt, 

u
m
 sie 
d
a
n
n
 w
i
e
d
e
r
 mittels 

scharfer 
Zentrifugierung 

in 

M
e
d
i
u
m
 (2) 
u
n
d
 S
e
d
i
m
e
n
t
 (2) 
zu 
zerlegen. 

D
a
s
 S
e
d
i
m
e
n
t
 
(2) 
der 
zweiten 

V
a
k
z
i
n
e
 
w
u
r
d
e
 
in 
der 
gleichen 

M
e
n
g
e
 

frischer 
K
o
c
h
s
a
l
z
l
o
s
u
n
g
 
w
i
e
 
die 
originale 

L
os
u
n
g, 
in 
w
e
l
c
h
e
r
 
d
a
s
 
S
e
d
i
m
e
n
t
 enthalten 

war, 
a
u
f
g
e
n
o
m
m
e
n
 u
n
d
 w
a
h
r
e
n
d
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